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１Ｅ０６

オントロジー工学に基づく、低環境負荷のライフスタイルにおける

心豊かさの構造への考察

○岸上祐子，古川柳蔵，須藤祐子（東北大），溝口理一郎（北陸先端大），

石田秀輝，若林雄介（東北大）

はじめに

現在、気候変動問題をはじめとした、さまざま

な環境問題が起こっている。多くの環境問題は、

膨張した人の欲求の結果であり 、その欲求をか

なえてきたのは技術である。人々は新技術を受け

入れ、それらの技術を使った製品によってライフ

スタイルを変化させてきた 。

一方、国内では物質的な豊かさよりも精神的な

豊かさを求める傾向が強まる傾向にある。内閣府

の世論調査によると、 年代を境に物質的豊か

さを求める傾向と精神的豊かさを求める傾向が

逆転し、その差は広がっている 。また、西尾ら

は、環境配慮行動が、消費者個人の生活にどのよ

うなベネフィットをもたらせば実践されるかを

解明し、コストの削減といった「経済的ベネフィ

ット」、快適さ、おもしろさ、やりがい感といっ

た「生活の質的ベネフィット」、個人や家族の「健

康・安全ニーズの充足」の３つのベネフィットの

効果の分析から、質的ベネフィットの方が経済的

ベネフィットよりは効果があったと報告した ）。 
求められる生活の質や心豊かさがあれば、人は

行動変容を起こすことができ、しかもその心豊か

さが低環境負荷につながるものであれば、厳しい

環境制約下でも我慢や耐久を強いないライフス

タイルとなる可能性がある。

では、人が求める心豊かさとはどのようなもの

だろうか。人は潜在的に「楽しみ」「社会と一体」

「清潔感」「自分成長」「自然」といった要素を求

めることが示されている 。例えば過去に存在し

たような、自然との関わりの中にあった楽しみを

はじめとした心豊かさの要素があれば、現代のラ

イフスタイルを変容させられないだろうか。そこ

に心豊かさが加わることによって、環境制約下の

「我慢」「耐久」といった不満が解消されるので

はないだろうか。

これまで「楽しみ」の研究で大きな影響を与え

たものにチクセントミハイ（ ）のフロー理論

があり、教育・体育、スポーツ・レクリエーショ

ン・産業（経営・生産管理）・医療（心理療法）・

福祉・介護等の実践的諸領域に広く適用されてい

る が、心豊かさとの関係については言及してい

ない。ライフスタイルに影響を与える心豊かさの

構造とはどういうものか。人によってとらえ方が

違うと考えられがちな、楽しみなどの心豊かさの

概念について、明示し共有することができないだ

ろうか。

これまで技術が人のライフスタイルを変化さ

せてきたことから、新たな技術によるライフスタ

イルの変容も期待される。現在、「生物多様性」

すなわち「高炭素世界の完全リサイクル型技術」

に学んで新しい技術規範（パラダイム）を 体系

化した 生物規範工学からの技術開発が期待され

ている。このような技術を用い、将来の制約のも

とから現在を見つめ直し、将来をデザインするバ

ックキャスティング手法 を用い描かれたたライ

フスタイルから、必要とされる技術を抽出しマッ

チングすることで、技術ありきの発想とは異なっ

た、環境負荷の低い社会形成への技術開発につな

がると考えられる。

本研究の目的

本研究では、低環境負荷へ行動変容し環境制約

下でも心豊かな生活を送るための、楽しみをはじ

めとした心豊かさの構造を明らかにするために、

その概念化をすするための方法論を構築する。

方法

．データ収集について

着目したのが 年（戦前）以前の生活であ

る。そのころのエネルギー使用量は、現在の 分

の 以下であった 。そしておよそ 歳の高齢者

は、 年には成人していた。 歳の高齢者は

自然と共に暮らしており、数多くの知恵や技術を

知っている。この年代の生活から、低環境負荷な

ライフスタイルにおける楽しみをはじめとした

心豊かさについて、当時の生活が描かれた随筆ヒ

アリングなどからファクトベースで収集する。

収集するための随筆は、主として『日本の名随

筆』集（作品社）を採用した。まず、随筆の中に

描かれている「楽しみ」に関する部分を抜き出す

ための検索ワードを決定した。決定には、「類語

辞典（ 年発行 版 東京堂出版）」「類語

5. 研究上の課題と今後の展望 
今回我々は、創薬ベンチャーの企業価値の源泉

を、特許、提携、臨床開発品として、事業起源と

の関係、創薬ベンチャーの代表者の経歴との関係

性を分析した。しかしながら、本研究には 3 つの

課題がある。 
1 点目は、事業起源や代表者の経歴を特定でき

ない企業が少なからず存在したことである。事業

起源を特定できなかった企業が 44社中 9社あり、

分析の結果に影響を与えうる数であった。また、

代表者経歴の非特定群 4 社中 3 社が臨床開発品を

有していた。これは本研究が公開情報に基づく故

であり、今後はインタビュー調査等を通じた情報

の補完が必要である。 
2 点目は、今回の結果は、代表者の経歴と企業

価値創造の間の関係性に留まり、因果関係を示し

ている訳でないことである。本研究では代表者の

経歴調査は2013年12月時点の情報に基づいてい

るが、今後は創薬ベンチャーの代表者在任期間と

提携成立時期や臨床段階への移行時期に関する

時系列情報を収集し、本点の理解を深めたい。 
3 点目は、事例数の限界により統計学的検証が

困難なことである。本調査実施時点の非上場創薬

ベンチャー数は 44 に留まり、以降も顕著な増加

はみられておらず、事業起源別あるいは代表者の

経歴別の統計学的な分析は不可能である。今後は、

上場創薬ベンチャーや海外の非上場創薬ベンチ

ャーを含めるなど、調査対象の拡大を検討すると

ともに、本調査対象企業に対しては、事例研究手

法に基づき、価値創造プロセスの理解を深めてい

く予定である。 
 
6. 結びに変えて 

『日本再興戦略』が実行に移され、今後は、健

康・医療戦略室や独立行政法人日本医療研究開発

機構がトップダウンで創薬支援戦略を策定・実施

することが期待される。また、科学技術振興機構

（JST）の研究成果最適展開支援プログラム

（A-STEP）や文部科学省の大学発新産業創出拠

点プロジェクト（START 事業）など、アカデミ

ア研究を基にしたベンチャー企業の創出・育成を

図る公的プログラムが強力に推進されている。

我々は、創薬という製品化率の低い事業領域にお

いて、アカデミアの研究成果を事業化に結び付け

より多くのイノベーションを実現させるために、

既存の創薬ベンチャーから価値創造に有効なプ

ロセスとノウハウを学び、新たな創薬ベンチャー

の効率的な支援方法を確立する必要があると考

えている。 
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ることによって視覚的に示すことができた。同じ

行為においても、様々な心豊かさが表れること、

あるいは同じ心豊かさを表すにおいても、様々な

行為があることを視覚的に理解することができ

た。

行為を細分化し分解木を表すにあたり、その分

解の仕方及び語彙については作成者の考えに依

存する。このことにより、以下の問題点がみられ

た。

１ 上位の行為と下位の行為の間における概念的

な飛躍

２ ノードにおける語彙の選択

これらの問題においては、複数のメンバーでの

議論においてノード確定、語彙選択をすることで、

個人依存を払拭した。（ ）

分解木の変化

に組み込まれている「機能語彙」

は人工物の機能を表す標準語彙である。ライフス

タイルを表現するためは、この基本となる機能語

彙に加え、背景を取り入れたより詳しい違いを表

す語彙がなくては表現できないものも多く表れ

た。新たな標準語彙を機能語彙に付加することで、

心豊かなライフスタイルを表すオントロジーが

構築され、概念化されていくと考えられる。

次に表れた表層語彙と新機能語彙案の例を

に示す。

表層語彙の例

新機能語彙案 表層語彙

好む （好物に）加える 好む 惹かれる

見る 観察する 目に入る 発見する 見る

育てる 栽培する 成長させる 育てる

このように、随筆と 歳ヒアリングから得ら

れた３本の行為分解木からの表層語彙を、機能語

彙及び、新たに考えられる新語彙案に集約した。

は、それぞれの語彙数をカウントしたもの

である。

ディスカッション後 

大辞典 大活字版（ 年発行 第１版 講談

社）」「類語辞典（ 年発行 第１版 講談社）」

「表現類語辞典（ 年発行 初版 東京堂出

版）」「類語辞典（ 年発行 初版 東京堂出

版）」の５種の辞典を用いた。これらから「楽し

い」「楽しむ」「楽しみ」「笑い」の類語について

集め、重複したものを省き の検索ワードを得

た。予備試験として随筆集から任意の 冊につい

て検索をしたところ、圧倒的に多かったものは

「楽」を含む語であったことから、検索語は「楽」

にまつわる「楽」「たのし」「愉」とし、この３語

について各随筆において全文検索をかけ抽出し

た。該当部位前後から、状況を描いていると判断

されるパラグラフ全体を抜き出し、生年、執筆時

年齢と共にデータベースを作成した。ただし全文

検索で抽出したものの中で、楽しみについての論

評など、ライフスタイルとは関係がない記載は含

まないこととした。

．分析方法

得られたライフスタイルを分析する手法とし

て、オントロジー工学の手法を用いた。

オントロジーとはもともとは哲学用語である

が、「対象とする世界の情報処理的モデルと構築

する人が、その世界をどのように『眺めたか』、

いいかえるとその世界には『何が存在している』

とみなしてモデルを構築したかを 共有を指向し

て 明示的にしたものであり、その結果得られた

基本概念や概念間の関係を土台にしてモデルを

記述することができるようなもの」 と溝口は定

義している。オントロジー工学では、実世界、厳

密には情報科学が対象とし得る全ての対象のモ

デル構築の基盤を与えることを目的としている

。これは、モノつくり、ロボット開発、医療関

連、学習・教授理論の組織化，サービスの本質的

性質の解明、サステナビリティサイエンスなどに

応用されている 。例えばサステナビリティサ

イエンスにおいては、様々な分野の専門家からの

研究アプローチをオントロジー工学によって整

理し、解決策をさぐるうえでの共通理解を築くこ

とが目的とされている 。

心豊かなライフスタイルにおいても、「心豊か

さ」は個人に依存するものであり、環境制約下に

おけるライフスタイルについて考える際に、その

表現の多様さを整理し共通の認識を概念化する

ためにオントロジー工学を用いることは適当で

あると考えた。

オントロジー工学手法で分析するにおいて、溝

口と 社が開発したソフトウエア

「 」を用いた。このソフトウエア

で行為を分解する機能分解木を描くことによっ

て、ライフスタイルを体系的に整理することが可

能となる。

行為はいくつかの「方式」に分解されて表現さ

れ、方式は行為や精神的な動きを示すノードから

成る。それぞれのノードは一つの行為を表し、上

に描かれた行為を成り立たせるために、その下の

ノードに描かれた行為を行う。よって分解木は下

の表現ほど、より具体的な行為となる。

はもともと人工物の機能分解に

ついて示すために作成されたソフトウエアであ

る。そこで、ライフスタイル分析を行うにあたり、

新たな試みとして精神的な動きを示す必要があ

るために新たなルールを採用し、精神的豊かさを

表すノードなどを導入した。

．標準語彙による概念化

行為分解木の中に示されている語彙は、随筆や

インタビュー中で使用されている「表層語彙」を

使用している。表層語彙は通常に使用される語彙

であり、同じ事象を表すにも多様な表現が用いら

れている。そこで言及している内容について検討

し、同様の事象について述べているものについて

は、概念化した語彙に集約する。

が採用している「機能語彙」と呼ばれる語彙に集

約することを行った。

結果と考察

まず、身近な自然にある庭を題材にした随筆か

ら、庭における楽しみについて分解木を作成した。

ここに得られた楽しみを中心とした心豊かさに

つながる要素の一例を に示す。この例は、

一つの随筆中に表れたものである。

庭から得られる心豊かさ 例）

付加価値を得る 気持よい状態にする 生きものと遊び楽しみを得る

自然を敬う よい環境に身を置く 面白みを感じる

世界の広がりを感じる 成長させる

これら多様な心豊かさが生活の中に存在し、そ れらと行為との関連について、行為分解木を用い
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ることによって視覚的に示すことができた。同じ

行為においても、様々な心豊かさが表れること、

あるいは同じ心豊かさを表すにおいても、様々な

行為があることを視覚的に理解することができ

た。

行為を細分化し分解木を表すにあたり、その分

解の仕方及び語彙については作成者の考えに依

存する。このことにより、以下の問題点がみられ

た。

１ 上位の行為と下位の行為の間における概念的

な飛躍

２ ノードにおける語彙の選択

これらの問題においては、複数のメンバーでの

議論においてノード確定、語彙選択をすることで、

個人依存を払拭した。（ ）

分解木の変化

に組み込まれている「機能語彙」

は人工物の機能を表す標準語彙である。ライフス

タイルを表現するためは、この基本となる機能語

彙に加え、背景を取り入れたより詳しい違いを表

す語彙がなくては表現できないものも多く表れ

た。新たな標準語彙を機能語彙に付加することで、

心豊かなライフスタイルを表すオントロジーが

構築され、概念化されていくと考えられる。

次に表れた表層語彙と新機能語彙案の例を

に示す。

表層語彙の例

新機能語彙案 表層語彙

好む （好物に）加える 好む 惹かれる

見る 観察する 目に入る 発見する 見る

育てる 栽培する 成長させる 育てる

このように、随筆と 歳ヒアリングから得ら

れた３本の行為分解木からの表層語彙を、機能語

彙及び、新たに考えられる新語彙案に集約した。

は、それぞれの語彙数をカウントしたもの

である。

ディスカッション後 

大辞典 大活字版（ 年発行 第１版 講談

社）」「類語辞典（ 年発行 第１版 講談社）」

「表現類語辞典（ 年発行 初版 東京堂出

版）」「類語辞典（ 年発行 初版 東京堂出

版）」の５種の辞典を用いた。これらから「楽し

い」「楽しむ」「楽しみ」「笑い」の類語について

集め、重複したものを省き の検索ワードを得

た。予備試験として随筆集から任意の 冊につい

て検索をしたところ、圧倒的に多かったものは

「楽」を含む語であったことから、検索語は「楽」

にまつわる「楽」「たのし」「愉」とし、この３語

について各随筆において全文検索をかけ抽出し

た。該当部位前後から、状況を描いていると判断

されるパラグラフ全体を抜き出し、生年、執筆時

年齢と共にデータベースを作成した。ただし全文

検索で抽出したものの中で、楽しみについての論

評など、ライフスタイルとは関係がない記載は含

まないこととした。

．分析方法

得られたライフスタイルを分析する手法とし

て、オントロジー工学の手法を用いた。

オントロジーとはもともとは哲学用語である

が、「対象とする世界の情報処理的モデルと構築

する人が、その世界をどのように『眺めたか』、

いいかえるとその世界には『何が存在している』

とみなしてモデルを構築したかを 共有を指向し

て 明示的にしたものであり、その結果得られた

基本概念や概念間の関係を土台にしてモデルを

記述することができるようなもの」 と溝口は定

義している。オントロジー工学では、実世界、厳

密には情報科学が対象とし得る全ての対象のモ

デル構築の基盤を与えることを目的としている

。これは、モノつくり、ロボット開発、医療関

連、学習・教授理論の組織化，サービスの本質的

性質の解明、サステナビリティサイエンスなどに

応用されている 。例えばサステナビリティサ

イエンスにおいては、様々な分野の専門家からの

研究アプローチをオントロジー工学によって整

理し、解決策をさぐるうえでの共通理解を築くこ

とが目的とされている 。

心豊かなライフスタイルにおいても、「心豊か

さ」は個人に依存するものであり、環境制約下に

おけるライフスタイルについて考える際に、その

表現の多様さを整理し共通の認識を概念化する

ためにオントロジー工学を用いることは適当で

あると考えた。

オントロジー工学手法で分析するにおいて、溝

口と 社が開発したソフトウエア

「 」を用いた。このソフトウエア

で行為を分解する機能分解木を描くことによっ

て、ライフスタイルを体系的に整理することが可

能となる。

行為はいくつかの「方式」に分解されて表現さ

れ、方式は行為や精神的な動きを示すノードから

成る。それぞれのノードは一つの行為を表し、上

に描かれた行為を成り立たせるために、その下の

ノードに描かれた行為を行う。よって分解木は下

の表現ほど、より具体的な行為となる。

はもともと人工物の機能分解に

ついて示すために作成されたソフトウエアであ

る。そこで、ライフスタイル分析を行うにあたり、

新たな試みとして精神的な動きを示す必要があ

るために新たなルールを採用し、精神的豊かさを

表すノードなどを導入した。

．標準語彙による概念化

行為分解木の中に示されている語彙は、随筆や

インタビュー中で使用されている「表層語彙」を

使用している。表層語彙は通常に使用される語彙

であり、同じ事象を表すにも多様な表現が用いら

れている。そこで言及している内容について検討

し、同様の事象について述べているものについて

は、概念化した語彙に集約する。

が採用している「機能語彙」と呼ばれる語彙に集

約することを行った。

結果と考察

まず、身近な自然にある庭を題材にした随筆か

ら、庭における楽しみについて分解木を作成した。

ここに得られた楽しみを中心とした心豊かさに

つながる要素の一例を に示す。この例は、

一つの随筆中に表れたものである。

庭から得られる心豊かさ 例）

付加価値を得る 気持よい状態にする 生きものと遊び楽しみを得る

自然を敬う よい環境に身を置く 面白みを感じる

世界の広がりを感じる 成長させる

これら多様な心豊かさが生活の中に存在し、そ れらと行為との関連について、行為分解木を用い
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１Ｅ０７ 

社会的期待との邂逅に基づく研究開発戦略立案の検討： 

「都市から構築するわが国の新たなエネルギー需給構造」を例として 

 
○中村亮二、鈴木至、斎藤広明、シンジャワ、馬場寿夫、関根泰、笠木伸英、黒田昌裕、吉川弘之 

（（独）科学技術振興機構研究開発戦略センター） 

 

 
１．はじめに 

豊かな持続性社会の実現に科学技術研究が寄与

するためには、社会が何を求めているか（社会的

期待）あるいは社会的期待の充足のための課題（社

会的課題）を抽出し、これらを科学技術研究と有

機的に結びつける必要がある。この考え方を（独）

科学技術振興機構研究開発戦略センター（以下、

CRDS）では「邂逅」と呼び、これに基づく研究開

発戦略立案を具体化するため、透明性、客観性を

持った方法論の構築とその試行に取り組んできた。 

平成 24 年度は社会的課題の俯瞰的な把握と詳

細化、及びそれらの結果と科学技術研究との関連

付けを通じて戦略立案の検討対象候補（以下、「サ

ブセット案」）を設定するプロセスを考案、試行し、

結果的に 12件のサブセット案が設定された 1)2)3)。

平成 25 年度には前年度の結果のうち当面着手す

べきものとして選択した 3 件のサブセット案につ

いてそれぞれに分野横断的なチームを作り、詳細

な検討を行い、研究開発戦略としてとりまとめた。

その成果は「戦略プロポーザル 課題解決型研究

開発の提言（1）都市から構築するわが国の新たな

エネルギー需給構造」などとして公開している 4)。 

以上の経緯を踏まえ、本稿では「邂逅」に基づ

く研究開発戦略立案のプロセスに関し、平成 25

年度の取り組みについて具体事例を示しながらそ

の過程と結果、及び方法論としての効果と課題に

ついて報告する。 

 

２．サブセット案とその概要 

 当面着手すべきものとして平成 25 年度に詳細

検討したサブセット案は以下の 3 件である（カッ

コ内は略称）： 

 

 エネルギー利用と物質・人の移動の超高効率化

による高度都市機能の実現（高効率都市） 

 強靭で持続可能な社会インフラのデザインと構

築（社会インフラ） 

 国民の一生涯を通じた疾患リスクマネジメント

システムの構築（疾患リスク） 

 

 これら 3つのサブセット案のうち、本稿では「高

効率都市」を事例とする。 

「高効率都市」に関連する社会的課題は、平成

24 年度の検討プロセスの初期段階では、「資源・

環境上の制約が比較的大きい我が国においてエネ

ルギーの消費大幅削減と有効利用拡大をいかに進

めるか」であった。その後、同年度中の検討プロ

セスを経る中で、この課題認識は「我が国のエネ

ルギー最終消費の 52.4%（2011 年度）を占める家

庭、業務、運輸用の需要の高効率化のため、係る

エネルギー需要が集中する都市でのエネルギー利

用の高効率化（例：GDP あたりのエネルギー消費

量）が必要である」との点に焦点が絞られていっ

た。一方、サブセット案として内容が具体化され

る中、「都市」そのものを課題として捉えた議論も

徐々に強まった。具体的には、「都市が担う社会的

な機能（利便性、快適性、生産性など）の一層の

向上」と、「人口動態の変化に伴って将来の都市で

予想される社会的なコストへの対応」が必要との

課題が指摘された。そのためこれらの指摘を踏ま

え、「高効率都市」に関する社会的課題の基本認識

は、平成 24 年度の検討プロセスを終えた時点では、

「都市におけるエネルギー消費の大幅削減と有効

利用拡大を、都市の機能の向上と将来変化への対

応を考慮した上で進める必要がある」となった。 

社会的課題に対応する科学技術研究は、エネル

ギー・物質・人の流れの円滑化が高効率化に繋が

るとの観点から、結果的にその現状把握と改善方

策に寄与しうる次の 3 つの研究開発領域にまとめ

られた。すなわち（1）エネルギー・物質・人の流

れに関するリアルタイムモニタリングと得られる

情報の収集・蓄積・解析に関する要素・システム

技術、（2）エネルギー・物質・人の流れの超高効

率化（省エネルギー、エネルギー多段階利用・再

利用、ロス低減、貯蔵技術など）を実現する要素・

システム技術、（3）エネルギーの有効利用や省エ

ネルギーを実現する社会インフラに関する要素・

システム技術、である。なおこれらの科学技術研

表層語彙と標準語彙への集約数

両者は 年に 代となる同じ年代である。

語彙において、機能語彙を とし、さらに

機能語彙よりも詳しい状況や感情的情報などを

含む新語彙案を とした。表層語彙は

および に集約される。ただし、 １の

みで表された語彙数の少なさからもわかるよう

に、使用されている表層語彙の多くは、機能語彙

のみで表現することができない。ライフスタイル

を表すためには、機能語彙に加え、より詳しい状

況や認知や感情を表す新しい語彙案 に出

てくるような新標準語彙が必要となると考えら

れる。

今後は として作成した語彙案について、

ライフスタイルの行為分解木数をさらに増やし

検討を続け、多様な場面について網羅性を上げる

必要がある。語彙案数については初出のもののみ

をカウントし、前のライフスタイルに表れた新語

彙案は の新語彙案数としてはカウントし

ない。従って、今後、行為分解木数が増えるにつ

れ初出の新語彙案も減り、ライフスタイルを表す

新標準語彙は集約されていくと考えられる。

加えて、１ 苦労や苦しみといった「楽しくな

い」ネガティブな要素と心豊かさとの関連性、２

利便性とのオフセットや環境負荷と心豊かさの

関連性、これら関連性の量的表現方法も今後の課

題である。
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